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震災復興・国立科学博物館コラボミュージアムinおのまち
　「恐竜がやってきた！そうだ！
　　  アロサウルスにあいに行こう！」を開催

　「
震
災
復
興
・
国
立
科
学
博
物

館
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
in
お

の
ま
ち
」が
10
月
５
日
か
ら
11
月

４
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
５
日
に
は
国
立
科
学
博

物
館
研
究
主
幹
の
真
鍋
真
先
生

を
お
招
き
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
約
30
人
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
真
鍋
先
生
か
ら
、

　
ま
た
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日

に
は
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

や
樹
脂
を
使
っ
た
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
作
成
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
、
小
学
生
な
ど
が

作
品
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

恐
竜
が
い
た
頃
の
地
球
環
境
や
恐

竜
が
発
掘
さ
れ
た
当
時
の
様
子
な

ど
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
な
が
ら

会
場
を
巡
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に

先
生
の
分
か
り
や
す
い
解
説
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　この他の文化の館の記
事については、21ページ
をご覧ください。

恐竜の絵を描く来場者

ギャラリートークの様子 テープカットの様子

ワークショップ（ペーパークラフト） ワークショップ（アンモナイトなど作成）
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風
評
被
害
を
払
し
ょ
く
す
る
た

め
、
ま
た
小
野
町
産
の
農
畜
産
物
が

「
安
全
・
安
心
」
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
町
民
の
方
々
に
認
知
し
て
も
ら

う
た
め
、
そ
し
て
、
児
童
生
徒
の
家

族
な
ど
に
町
産
品
へ
の
信
頼
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
産
品
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
る
学
校
給
食
が
10
月
18
日
、
各
小

中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
食
材
と
し
て「
福
島
県
ブ

ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
回
復
支
援
交
付

金
」を
活
用
し
、
小
野
町
産
の
新
米
・

牛
肉
・
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
・
ト
マ

ト
・
ご
ぼ
う
・
に
ん
じ
ん
・
た
ま
ね

ぎ
を
使
用
。
ほ
か
に
も
福
島
県「
学
校

給
食
お
い
し
い
県
産
農
林
水
産
物
活

用
事
業
」に
よ
り
田
村
市
産
の
だ
い
こ

ん
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
夏
井
第
一
小
学
校
で
、

米
の
生
産
者
や
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
技

師
の
講
話
や
、
マ
ス
コ
ミ
取
材
な
ど
も

行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、「
お
い
し
い
」

と
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
小
野
町
産
の
安
全
な
食
材
は
、
エ

プ
ロ
ン
館（
７
２-

２
０
０
１
）、
直
売

所
お
の
げ
ん
き（
７
２-

５
５
１
１
）

な
ど
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

「
小
野
町
産
」
は
安
全
で
す

給
食
特
別
メ
ニ
ュ
ー

小
野
町
産
農
畜
産
物
で
作
っ
た
お
い
し
い
学
校
給
食
を
食
べ
よ
う

安全な『小野町産』を給食 そして食卓に！！!

米の生産者今泉さんの講話米の米の生産者今者今者者者 泉さんの講話話米の生産者今泉さんの講話

ミネラル野菜（トマト） 給食（新米ごはん・焼き肉・トマトサラダ・大根スープ・梨・牛乳）
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　第７回市町村対抗福島県軟式野球大会
が９月８日から、県営あづま球場を会場
に開かれました。
　小野町は９月23日の１回戦で桑折町と
対戦しました。小野町は６回の攻撃で相
手の送球ミスに乗じて１点を先制すると、
投げては宇佐美弘投手（谷津作）が桑折町
打線を１安打に抑えて完封し、１対０で
２年連続の初戦突破となりました。
　続く２回戦は10月５日に須賀川市と対
戦しました。１点を争うゲームの中、小
野町は４回１死２塁から草野政氏外野手
（塩庭一区）がレフト前ヒットで貴重な１
点を先制しました。１回戦同様、宇佐美
弘投手が須賀川市打線を１安打無四球で
完封、１対０で勝利し、初の３回戦進出
を果たしました。

初の３回戦進出！
第７回市町村対抗福島県軟式野球大会

　３回戦は翌日の10月６日、西郷村と対戦しました。雨が降り続く悪条件の中、乱打戦となった試合は、
西郷村の打力の前に苦しみながらも小野町は最終回に粘りを見せ、４点を返しましたがあと１歩及ば
ず、７対10で惜しくも敗れました。
　応援していただいた町民の皆さんに紙上より厚くお礼申し上げます。また監督・コーチをはじめ選
手の皆さんの今後のご活躍をご期待します。

初の３回戦進出を決め、町民歌を歌う選手たち

試合で奮闘する選手の皆さん 小野町から応援に駆けつけた皆さん

経済産業大臣表彰受賞を報告
町振興のために寄付金

　今年度の高圧ガス保安経済産業大臣表彰を受賞した櫛
田忠夫さん（中通）が10月28日町長室を訪ね、受賞の報告
をしました。
　櫛田さんは、県エルピーガス協会副会長、郡山エルピー
ガス保安管理センター理事長などを務め、高圧ガス点検
調査業務の技術向上など、エルピーガス業界の発展に尽
力してこられました。
　また今回の受賞に合わせ、町の振興に役立ててほしい
と、櫛田さんの年齢（70歳）に合わせ70万円の寄付金をご
寄付いただきました。
　この度のご厚意に対し、紙上より厚くお礼申し上げま
す。受賞した櫛田さん
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―小野町消防団秋季検閲式―

受章者一覧

　小野町消防団秋季検閲式が10月20日、町民体育
館で行われ消防団員200人が参加しました。
　多数の来賓が見守る中、統監である町長の検閲
開始宣言の後に、ラッパ隊・第１中隊から３中隊
の通常点検が実施され、規律の正確さや服装・装
備の不備が無いことを確認しました。
　雨天のため会場が屋内になり、放水訓練が中止
になったため、代わりに分団対抗の綱引きが行わ
れました。有事の際に必要な体力とチームワーク
が試され、白熱した戦いが見られました。
　続いて、各種表彰が行われました。受章者は下
表のとおりです。（敬称略）
　これから、火を扱う機会が多くなる季節になり
ます。
　一人一人が注意して、火災の無い小野町にしま
しょう。

　平成25年度全国統一防火標語
『消すまでは 心の警報 ＯＮのまま』

平成 25 年度小野町消防団秋季検閲式

■福島県消防協会田村支部長表彰 ■優良消防団員表彰

■消防施設機材器具管理優良班表彰
　第５分団３班（浮　　金）
　第６分団２班（夏井駅前）

■分団対抗綱引き
　優　勝（緑川杯）　第２分団
　準優勝（吉沢杯）　第１分団

第１分団
副 班 長 村上　桂太
副 班 長 根本　浩之
団 員 島田　篤史

第２分団 団 員 大樂　健徳

第３分団

団 員 草野　　聡
団 員 宗像　寛満
団 員 吉田　裕一
団 員 庭田　一樹
団 員 大川原　力

第４分団
副分団長 村上　　健
団 員 小山　慎司

第５分団

団 員 先崎　　敦
団 員 折笠　和也
団 員 遠藤　武典
団 員 佐藤　国広

第６分団

副 班 長 木村　哲郎
団 員 吉田　則章
団 員 井上　靖規
団 員 宗方　政仁

第７分団
団 員 大竹　信一
団 員 草野　隼人

１/通常点検の様子
２/綱引きで優勝した
　  ２分団の雄姿
３/検閲中に整列する
　  消防団員
４/受賞者代表謝辞を
　  述べる村上健副分団長

1

2

43

功
績
章

訓練分団
分  団  長 松本　稔城
分  団  長 村上　勝春

第２分団 副分団長 森田　純一

精
勤
章

第１分団 団 員 渡邊　康介

第２分団
班 長 渡邊　裕也
団 員 松本　善寿

第３分団 班 長 辺見　俊勝

第４分団
班 長 柏原　慎也
団 員 吉田　和男
団 員 宗像　功明

第５分団

班 長 先﨑　真弥
副 班 長 宗像　　健
副 班 長 先﨑　隆志
団 員 長谷川一也
団 員 佐藤　　健

第６分団
団 員 今泉　幸也
団 員 吉田　　浩

第７分団
副 班 長 松本　庄一
団 員 大竹　　靖

精
績
章

第２分団
副 班 長 先崎　寿憲
団 員 中茎　　明

第３分団
副 班 長 草野　和也
団 員 吉田　行良
団 員 草野　　学

第４分団 団 員 羽生　明広
第６分団 班 長 吉田　　茂

第７分団
班 長 草野　　豊
副 班 長 西牧　秀一
団 員 吉田　　進



6ONOMACHI　Nov_2013

　商工会うまいもん№１決定戦が 10 月５日・
６日、会津アピオ スペースで開催され、来場
者からの投票の結果「小町アイスバーガー」
がグランプリに選ばれました。
　小町アイスバーガーは今年度から商工会青
年部が小野町のご当地グルメとして広く発信
しようと売り出したもので、各地で行われた
イベントに出店し、町内産のブルーベリーを
用いたソースを新たに開発するなど魅力アッ
プに力を入れてきました。

「小町アイスバーガー」がグランプリ
商工会うまいもん№１決定戦

小町アイスバーガー

商工会青年部の皆さん

　田村たばこ販売協同組合（渡邊直忠理事長）
の皆さんが 10 月３日、ＪＲ小野新町駅から役
場までの通りの清掃活動を行いました。
　この清掃活動は、地域の奉仕活動の一環と
して毎年行われているものです。
　清掃活動に参加された皆さんに、紙上より
厚くお礼申し上げます。

町をきれいに
田村たばこ販売協同組合清掃活動

小野町文化・体育振興基金へ
　ご寄付ありがとうございました

チャリティーカラオケ実行委員会の皆さん

町長への報告の様子

上 /清掃活動に参加した
　　皆さん

下 /清掃活動の様子

　この度、次の皆さんより文化・体育振興基金
にご寄付をいただきました。
　紙上より厚くお礼申し上げます。

○医療法人さいとう医院理事長　齋藤升男　様
○チャリティーカラオケ実行委員会　様
　※社会福祉協議会にもご寄付をいただきました。

　小野町文化・体育振興基金は、町の文化と体
育の振興と充実を図るために個人や団体からの
寄付により積み立てている基金です。
　この基金は、小・中・高校生の全国大会出場
時の激励金や表彰、町の社会体育団体や芸術文
化団体、スポーツ少年団への補助や活動費など
に、有効に活用させていただいています。
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　第４回こまち湖健康ウォーク・マラソン大会
が 10 月６日、こまちダムをスタート・ゴールす
るウォーク３キロ・10 キロ、マラソン３キロ・
５キロの特設コースで繰り広げられました。
　スタート前には、小町夢太鼓による歓迎アト
ラクションが行われ、会場を盛り上げました。
マラソンの部では、ふくしま駅伝小野町チーム
の中学生が参加し、日頃の練習の成果を存分に
発揮していました。
　ウォーク参加者はこまちダム周辺の自然を堪
能しながら、それぞれのペースで歩を進めてい
ました。
　競技終了後には、豚汁の無料配布や海洋クラ
ブによるカヌー体験会が行われ、多くの参加者
の方が楽しんでいました。
　マラソンの成績は次のとおりです。（敬称略）

こまち湖健康ウォーク・マラソン大会開催

●高校・一般男子の部（５キロ）
　第１位　吉田　雅俊
　第２位　草野　恵太
　第３位　柴田　則彦
●高校・一般女子の部（３キロ）
　第１位　吉田　美咲

●中学生男子の部（５キロ）
　第１位　長谷川勇太
　第２位　先崎　洋樹
　第３位　生天目莉空
●中学生女子の部（３キロ）
　第１位　上遠野澄枝
　第２位　藤井万希子
　第３位　長谷川美咲

●小学５・６年生男子の部（３キロ）
　第１位　長谷川健人
　第２位　藤井　嵩大

●小学５・６年生女子の部（３キロ）
　第１位　小野　幸菜
　第２位　村上明日香

上 /こまち湖を背に一斉に
　　スタート

下 /ゆっくりとウォークを
　　楽しむ皆さん

　全国大会の出場者に対し、10 月 11 日、町長から激励の言葉と激励金が贈られました。
　各大会の出場者は次のとおりです。（敬称略）

【放送】
●平成 25 年度ＮＨＫ全国放送コンテスト
　石井　陽菜　安積黎明高校２年
【合唱】
●第 80 回全国合唱コンクール
●第 66 回ＮＨＫ全国音楽コンクール
　佐藤　花野　安積黎明高校２年
【工業】
●ＪＡ全国高校生みんなで笑顔プロジェクト
　国分　崇広　郡山北工業高校１年
　二瓶　真也　郡山北工業高校１年

全国大会出場おめでとう！
　激励金を交付

右から /石井陽菜さん（父代理）
　　　　佐藤花野さん（父代理）
　　　　国分崇広さん
　　　　二瓶真也さん
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　第２回ＷｉｎＷｉｎ水素水ドリームカップ全国ベー
スボールトーナメント東北地区大会への出場を報告す
るため、ＶＴＯＰ野球クラブが町長室を訪れ、監督お
よび選手たちが大会出場への意気込みを語りました。
　この大会は10月14日宮城県多賀城市多賀城中央公園
グラウンドにて開催され、早池峰クラブ（岩手）と対戦
し、７回終了時で同点のため、特別延長戦を行い熱戦
を繰り広げましたが、４対８で惜敗しました。

第２回WinWin 水素水ドリームカップ
ＶＴＯＰ野球クラブ東北地区大会出場

町長に報告する選手の皆さん

　郡山市民文化センターで10月10日、福島県
下小学校音楽祭が開催されました。
　夏井第一小学校が昨年に引き続き田村地区
代表として器楽合奏の部に出場しました。演
奏順が１番目のため、会場は緊張感に包まれ
ていましたが音楽部の皆さんは落ち着いた様
子で息の合った演奏を披露しました。
　審査の結果は銀賞となり、惜しくも２年連
続の全国大会出場とはなりませんでしたが、
大勢の観客から大きな拍手が贈られました。

夏井第一小学校
福島県下小学校音楽祭に出場

夏井第一小学校音楽部の皆さん

　おのタウンコムコムで10月14日、献血を実施し、町
内外の皆さん38人のご協力をいただきました。
　当日は小野町ライオンズクラブ様より社会貢献活動
の一環として「卵」の提供があり、献血に協力された方
へ記念品として配布されました。
　献血にご協力いただきました皆さん、小野町ライオ
ンズクラブ様に紙上より厚くお礼を申し上げます。
　なお現在までの献血状況は下表のとおりです。本年
度の小野町目標に対して45％程度と低い状況です。こ
れからの冬期間は、特に輸血用血液が不足するため、
今後とも皆さんの温かいご協力をお願いします。

おのタウンコムコムで 38 人が献血
献血のご協力ありがとうございました

小野町ライオンズクラブの皆さんによる卵の提供

表
平成25年度
目標（人）

10月末までの
献血数（人） 達成率（％）

200ml 62 26 41.9

400ml 254 116 45.7

合　計 316 142 44.9

※次回の献血は11月９日㊏に小町ふれあい
フェスタ会場にて行います。受付時間は午
前10時から午後４時までとなっていますの
で、ご協力をお願いします。

　
問健康福祉課　　☎72-6934
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　３歳児よい歯の表彰式が10月15日、母
子健康センターで行われました。
　３歳児よい歯の表彰式は町の３歳児健
康診査でむし歯が１本もなかった子ども
たちを表彰するものです。
　町では子どもたちのむし歯予防のため、
歯の生え始める９か月健診から、３歳の
間に歯科教室や健診を行っています。今
年９月までの３歳児健診でむし歯のない
お子さんの割合は74パーセントで、その
割合は年々高くなっています。しかし、
小学校１年生になると、小野町のむし歯
のない児童の割合は残念なことに２割以
下になります。３歳児健診後もむし歯の
予防には十分注意しましょう。　　　
　今回表彰されたお子さんは平成25年度
前期に町の３歳児健診を受けた35人中、
むし歯がない26人の皆さんです。
　子どもたちは一人一人、町長より表彰
状と記念品を元気に受け取り、表彰式終
了後は、「語りと方言の会」先崎サタ子さ
んによる「お話し会」を親子で楽しみまし
た。
　受賞された皆さんは左記のとおりです。
（敬称略）

おめでとう
「３歳児よい歯の表彰式」

野崎　珠里（ 本 町 ）
橋本　結翔（ 本 町 ）
佐藤昂之介（ 本 町 ）
生天目虹光（ 仲 町 ）
鈴木　啓介（ 反 町 ）
吉田　叶笑（ 平 舘 ）
結城　美優（ 谷 津 作 ）
吉田　美緒（ 谷 津 作 ）
矢吹　侑聖（ 谷 津 作 ）
村上　和花（小野赤沼）
髙橋　　遼（小野赤沼）
吉田　美咲（小野赤沼）
西牧　萌衣（小野赤沼）

秋田　麻耶（ 皮 籠 石 ）
宇佐美琴音（ 皮 籠 石 ）
佐久間光里（ 皮 籠 石 ）
草野　杏果（ 皮 籠 石 ）
先﨑　千紘（ 飯 豊 下 ）
先﨑　心陽（ 吉 野 辺 ）
新田　琉翔（ 浮 金 ）
石井　秀弥（ 浮 金 ）
遠藤　一護（ 浮 金 ）
新田　朔也（ 浮 金 ）
成田　百花（ 夏 井 ）
宗像　虎琉（南田原井）
草野　真汰（上羽出庭）

「よい歯の表彰」受賞者

受賞された皆さん

おいしい給食！

　
毎
日
元
気
一
杯
に
体
を
動
か
し

て
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
。
そ
ん
な
中
、『
ぷ
〜
ん
』と

い
い
に
お
い
が
し
て
き
ま
す
。「
今

日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
何
だ
ろ
う
?!
」

と
一
気
に
給
食
へ
の
期
待
が
高
ま

る
ひ
と
と
き
で
す
。

　
飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
、

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
一
緒
に

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
お
い
し
い
給
食

と
お
や
つ
を
食
べ
て
い
ま
す
。
年

齢
の
大
き
い
子
が
小
さ
い
子
の
お

世
話
を
し
て
く
れ
た
り
と
て
も
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
で
す
。

　
入
園
し
た
頃
は「
あ
れ
は
嫌
い
」

「
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
な
い
」と
言
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
今

で
は
苦
手
な
物
を
少
し
ず
つ
口
に

し
て
み
て
お
い
し
い
こ
と
が
わ
か

り
、
ほ
め
ら
れ
て
自
信
が
つ
き
、

パ
ク
パ
ク
と
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
子
が
急
増

中
！
意
外
に
食
べ
ず
嫌
い
の
子
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
１
年
の
半
分
が
過
ぎ
、
最
近
で

は
３
歳
児
も
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
に

し
て
食
べ
て
い
ま
す
。
給
食
を
楽

し
み
な
が
ら
も
食
事
の
マ
ナ
ー
が

身
に
つ
き
、
食
べ
る
喜
び
を
感
じ

て
い
け
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

おいしいね！
おいしいね！

バイキングで何食べよう？
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平
成
25
年
度

上
半
期
事
業
経
過
報
告

町
長
室
よ
り

　
町
長
就
任
以
来
、
７
ケ
月
経

過
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
の
政

治
信
条
で
あ
る「
町
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」を
モ
ッ
ト
ー

に
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
そ
の
間
、
私
の
思
い
描
く
理

想
の
町
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
、
町
民
の
皆
様
の
幅
広
い
ご

意
見
や
、
各
分
野
の
専
門
的
な

ご
意
見
な
ど
に
耳
を
傾
け
、
震

災
及
び
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
の
施
策
、
さ
ら
に
は

活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
す
る
た
め

の
施
策
等
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
原
発
事
故
に
よ
り
拡
散
し
た
放
射

性
物
質
の
除
染
を
早
急
に
進
め
る
た

め
、
旧
町
村
単
位
の
仮
置
き
場
の
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
小
野
新
町
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
野
新
町
愛
宕
地
内
の
町
有
地
内
に

仮
置
き
場
設
置
に
向
け
準
備
作
業
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
の
結
果
、
遺

跡
が
出
土
し
、
当
初
設
置
予
定
地
か

ら
場
所
を
変
更
し
、
同
じ
町
有
地
内

で
の
設
置
に
向
け
た
測
量
・
設
計
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
夏
井
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

仮
置
き
場
造
成
工
事
並
び
に
除
染
業

務
を
発
注
し
、
年
度
内
の
完
了
を
目

指
し
、
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
飯
豊
地
区
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
仮
置
き
場
の
場
所
の
選

定
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
地
元
住
民
の
皆
様
の
理
解

を
得
る
た
め
、
計
画
内
容
や
安
全
性

に
つ
い
て
説
明
会
等
を
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
仮
置
き
場
を
決
定
し
、
住
民
の

方
々
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
除
染
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
こ

【
１
．
除
染
】

れ
か
ら
も
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
、
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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現
在
ま
で
の
企
業
誘
致
活
動
の
状
況
で
あ
り
ま
す

が
、
既
存
企
業
の
本
社
、
福
島
県
東
京
事
務
所
、
日
本

立
地
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
定
住
人
口
の
増
加
、
活
気
あ
る
町
に
す
る
た
め
に
も

一
社
で
も
多
く
の
企
業
が
誘
致
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
設
備
設
置
関
係
で
は
小
野
町
第

二
工
業
団
地
に
あ
る
遊
休
地
に
、
東
京
都
に
本
社
が
あ

る
会
社
が
発
電
設
備
を
設
置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
買
い
取
り
制
度
を
活
用
し
、
全
量
を
売
電

す
る
予
定
で
事
業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
雇
用
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
町
へ
の
設
備
投

資
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
誘
致
の
推
進
、
お
よ
び
町

の
将
来
を
担
う
高
校
新
卒
者
の
厳
し
い
雇
用
環
境
の
改

善
、
さ
ら
に
は
町
内
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
支
援

す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
発
展
を
図
る
た
め
、
高
校
新

卒
者
を
雇
用
す
る
企
業
に
対
し
て
、
雇
用
１
人
あ
た
り

30
万
円
を
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
要
綱
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
９
月
の
小
野
町
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
町
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
小
野
町
こ
ど
も
す
こ
や

か
育
成
支
援
条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
町

を
あ
げ
て
、
次
代
を
担
う
新
た
な
町
民
の
誕

生
を
祝
福
し
、
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
応
援
金
を
贈
る
た
め
の「
小
野
町
笑
顔
と

が
ん
ば
り
子
育
て
応
援
条
例
」を
制
定
し
、
第

１
子
は
10
万
円
、
第
２
子
は
15
万
円
、
第
３

子
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
20
万
円
を
贈
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
放
射
能
の
健
康
影
響
に
対
し
て「
放
射
線
健
康

サ
ポ
ー
ト
事
業
」や「
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
の

バ
ッ
ジ
式
積
算
線
量
測
定
や
妊
産
婦
へ
の
電
子

式
積
算
線
量
計
の
貸
出
」「
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ

ン
タ
に
よ
る
放
射
線
内
部
被
ば
く
測
定
」を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
放
射
能
測
定
器

に
よ
る
、
食
品
お
よ
び
飲
料
水
な
ど
の
精
密
な

測
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
２
．
企
業
誘
致
】

【
４
．
健
康
】

【
３
．
子
育
て
支
援
】

　
な
お
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
の
出
生
児

の
父
母
な
ど
に
適
用
し
、
第
１
回
目
の
応
援

金
の
贈
呈
を
11
月
７
日
に
行
い
ま
し
た
。



会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
、

特
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
自
立
や

社
会
参
加
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
児

童
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
そ
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生

活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
ま
た
は

克
服
す
る「
特
別
支
援
教
育
支
援
事

業
」を
実
施
し
、
飯
豊
小
学
校
お
よ
び

夏
井
第
一
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、

小
野
新
町
小
学
校
に
４
人
、
計
６
人

の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、

児
童
の
学
習
・
生
活
支
援
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　
国
際
化
社
会
に
適
応
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
幼
児
教
育
施
設
、

小
学
校
低
・
中
学
年
に
お
け
る
国
際

理
解
教
育
や
、
小
学
校
高
学
年
、
中

学
生
を
対
象
に
英
語
力
の
向
上
な
ら

び
に
教
師
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め

に
、
外
国
人
英
語
指
導
助
手
を
派
遣

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
国

際
交
流
事
業
を
担
当
す
る
た
め
、
外
国

人
社
会
教
育
指
導
員
を
派
遣
し
、
３

人
の
外
国
人
助
手
に
よ
る
外
国
語
理

解
推
進
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
力
向
上
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
必
要

な「
生
き
る
力
」（
確
か
な
学
力
、
心
豊

か
な
人
間
性
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

た
め
の
健
康
な
体
力
）を
養
う
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
教
育
委
員
会

事
務
局
に
指
導
主
事
１
人
を
配
置
し
、

小
・
中
学
校
に
対
す
る
教
科
ご
と
の
専

門
的
な
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、
小
野
町
教
育
研
究
会
、
小

野
町
学
力
向
上
推
進
委
員
会
な
ど
に

お
い
て
、
授
業
の
改
善
研
究
及
び
指

導
法
の
研
究
・
検
討
や
特
別
支
援
教

育
の
充
実
の
た
め
、
協
議
会
や
審
議

【
６
．
教
育
】

【
５
．
農
業
】

　
放
射
性
物
質
の
拡
散
に
よ
る
根
強

い
風
評
被
害
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め

に
、
町
内
産
米
へ
の
放
射
性
物
質
の

吸
着
抑
制
の
た
め
の「
放
射
性
物
質
吸

着
抑
制
対
策
事
業
」や「
米
の
全
量
全

袋
検
査
」を
実
施
し
消
費
者
に
対
し
、

安
全
で
安
心
な
米
の
提
供
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

　
原
発
事
故
以
来
、
農
家
の
高
齢
化

も
相
ま
っ
て
農
家
離
れ
が
進
む
と
と

も
に
、
農
家
の
生
産
意
欲
が
低
下
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
出
荷
販
売

を
目
的
と
し
た
イ
ン
ゲ
ン
、
ピ
ー
マ

ン
な
ど
、
振
興
作
物
の
栽
培
に
必
要

な
肥
料
の
購
入
費
用
の
一
部
を
支
給

し
、
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
葉
た
ば
こ
な
ど
の
廃
作
地
や
遊
休

農
地
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
過

去
一
年
以
上
作
物
を
作
付
け
し
て
い

な
い
農
地
に
対
し
、
出
荷
・
販
売
を

目
的
と
し
た
園
芸
作
物
・
単
年
生
の

自
給
飼
料
作
物
な
ど
を
作
付
し
た
場

合
に
報
償
金
を
支
給
す
る「
土
地
利
用

型
作
物
推
進
事
業
」を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
安

全
・
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

首
都
圏
で
の
物
販
・
Ｐ
Ｒ
事
業
、
小

中
学
生
の
給
食
に
小
野
町
産
農
畜
産

物
を
使
用
し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
事
業
な
ど
も
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
発

事
故
の
影
響
が
若
干
緩
ん
だ
と
こ
ろ

も
あ
り
、
廃
用
牛
も
順
調
に
処
理
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
優

良
な
和
牛
子
牛
の
導
入
を
当
初
計
画

し
た
頭
数
よ
り
２
頭
増
頭
し
８
頭
の

導
入
を
計
画
し
て
お
り
、
９
月
に
は

宮
崎
県
都
城
家
畜
市
場
よ
り
３
頭
の

導
入
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

12ONOMACHI　Nov_2013



　「
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業
」で

あ
り
ま
す
が
、
下
流
部
の
谷
津
作
地

区
に
つ
き
ま
し
て
は
順
調
な
事
業
の

進
捗
が
図
ら
れ
、
平
成
25
年
度
で
工

事
が
完
了
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
上
流
部
の
稲
荷
橋
か
ら
役
場

裏
ま
で
の
１
．
１
キ
ロ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
24
年
度
に
計
画
法
線
が

発
表
さ
れ
、
そ
の
後
用
地
測
量
が
行

わ
れ
、
地
権
者
の
特
定
が
さ
れ
た
こ

と
か
ら
７
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間

で
県
に
よ
る
事
業
説
明
が
実
施
さ
れ
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
ス
ム
ー
ズ
な

事
業
推
進
を
図
る
た
め
、地
権
者
、町
、

県
に
よ
る
連
絡
会
の
設
置
に
向
け
た

説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
県
道
吉
間
田
滝
根
線
整
備
事

業
で
あ
り
ま
す
が
、
本
線
は
ふ
く
し
ま

復
興
再
生
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
中
通
り
と
浜
通
り
地
方
を
直
結

す
る
道
路
と
し
て
、
物
資
輸
送
・
帰

還
者
支
援
等
、
災
害
復
興
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
重
要
路
線
で
あ
り
、
早

期
着
工
を
目
指
し
て
お
り
、
概
ね10

年
間
で
完
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
小
野
富
岡
線
ま
で
の

区
間
に
つ
い
て
、
幅
２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
計
画
線
を
基
に
８
月
５
日
・
６

日
の
２
日
間
で
、
県
に
よ
る
事
業
説

明
会
が
実
施
さ
れ
、
測
量
の
た
め
の

立
ち
入
り
に
つ
い
て
も
承
諾
を
い
た

だ
き
、
８
月
下
旬
よ
り
測
量
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
詳
細
設
計
を
行
い
、
改
め
て

説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　「
百
目
木
・
堀
切
線
整
備
事
業
」に

お
き
ま
し
て
は
、
狭き

ょ
う
あ
い隘
部
分
を
早
急
に

解
消
す
る
た
め
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
９
月
３

日
に
工
事
発
注
を
終
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　「
町
道
及
び
生
活
道
路
維
持
事
業
・

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
９
月
16
日
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
小
野
町
敬
老
会
で
あ
り
ま
す
が
、
台
風
18
号
の

影
響
に
よ
り
参
加
者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
急
き
ょ
開
催
を
取
り
や
め
ま
し
た
こ
と
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
開
催
を
楽
し
み
に
待
ち
望
ん
で
い
た
大
勢
の
皆
さ
ん
に
対
し
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
観
光
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
小
野
町

を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
町
の
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
リ
カ
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ッ
ス
ル
と
の
連

携
に
よ
り
、
同
施
設
の
開
館
20
周
年
に
合
わ
せ

て
リ
カ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
特
別
住
民
票

の
交
付
式
な
ら
び
に
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物

館
館
長
の
北
原
照
久
氏
を
お
招
き
し
て
記
念
講

演
会
を
５
月
３
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
７
月
14
日
に
は
、
県
の
地
域
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
を
活
用
し
、
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公

園
に
お
い
て
、「
第
１
回
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
絆
イ
ン
小
野
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
県
内
や
宮
城
県
、
首
都
圏
な
ど
を
拠

点
と
す
る
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
20
組
が
歌
声
や

演
奏
を
響
か
せ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
小
町
夢
太
鼓
の
演
奏
が
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
小
野
町
か
ら
、
復
興
に
向
か

う
福
島
の
元
気
を
音
楽
を
と
お
し
て
発
信
で
き

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
７
．
観
光
・
交
流
】

【
８
．
河
川
・
道
路
網
の
整
備
】

側
溝
整
備
事
業
」「
町
単
道
路
改
良
事

業
」「
町
単
道
路
舗
装
事
業
」に
お
き
ま

し
て
は
、
生
活
基
盤
の
向
上
、
安
全
な

走
行
を
図
る
た
め
の
道
路
維
持
補
修

や
、
未
改
良
・
未
舗
装
区
間
の
解
消

を
図
る
た
め
、
年
次
計
画
に
よ
り
事

業
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す
が
、
早
期

の
事
業
効
果
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
大

規
模
な
補
正
予
算
を
９
月
に
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
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財
政
公
表

　
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
な
ら
び
に
小
野
町
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
小

野
町
議
会
定
例
会
９
月
会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
平
成
24
年
度
の
決
算
状
況
と
平
成
25
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　一般会計の決算は、歳入が、54億7,100万６千円、歳出が52億1,319万３千円で翌年度に繰り
越す財源3,211万１千円を差し引いた実質収支は２億2,570万２千円となりました。
　歳入は、前年度に比べて９億2,957万８千円減少し、歳出も７億4,925万８千円減少しました。

平成 24 年度決算の概要をお知らせします

　一般会計歳入　54 億 7,100 万 6 千円　　　

　一般会計歳出　52 億 1,319 万 3 千円　　　

依存財源

65.2％

自主財源

34.8％

依存財源その他
2,942 万 9 千円　0.5％

地方譲与税
7,027 万 6 千円　1.3％

地方消費税交付金
9,736 万 5 千円　1.8％

町債
2億 7,891 万円　5.1％

県支出金
3億 3,950 万 6 千円

　　　　　6.2％

国庫支出金
4億 9,562 万 3 千円

　　　　　9.1％

地方交付税
22 億 5,703 万 9 千円

　　　　　41.2％

町税
8億 9,932 万 2 千円

　　16.4％

繰越金
4億 3,813 万 2 千円

　　8.0％

繰入金
4億 287 万円

　　7.4％
使用料及び手数料
6,488 万 1 千円　1.2％

諸収入
5,795 万 4 千円　1.1％

自主財源その他
3,969 万 9 千円　0.7％

その他
3,392 万 6 千円　0.6％

民生費
11 億 3,032 万 2 千円

　　　　21.7％

諸支出金
7億 2,628 万円
　　　13.9％

衛生費
7億 570 万 4 千円

　　　　13.6％　　　総務費
5億 7,574 万 9 千円

　　　　11.0％

　　　公債費
4億 7,176 万 8 千円

　　　　9.1％

　　教育費
　4億 6,330 万 6 千円

　　　8.9％

　　消防費
　3億 5,361 万 7 千円

　　　6.8％

土木費
2億 6,517 万 7 千円　5.1％

災害復旧費
2億 1,496 万 6 千円　4.1％

農林水産業費
1億 8,916 万 7 千円　3.6％

議会費　8,321 万 1 千円　1.6％

※その他…労働費、商工費

※自主財源その他…

　分担金および負担金、財産収入、寄付金

　依存財源その他…
　地方特例交付金、自動車取得税交付金、
　利子割交付金、交通安全対策特別交付金、
　配当割交付金、ゴルフ場利用税交付金、
　株式等譲渡所得割交付金

平成 24 年度  一般会計決算
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表１ （単位：千円）
自治体クラウドシステム構築事業 56,648
ゲルマニウム分析装置整備事業 21,031
自給飼料生産農地再生事業（反転耕など） 78,243
損壊家屋解体撤去事業 154,582
被災住宅修繕工事費助成事業 45,147
消防施設整備事業 14,956
小野中学校改築事業 22,369
町道百目木・堀切線整備事業 51,111
旧日本たばこ産業（株）跡地内倉庫解体事業 35,554

平成 24 年度に取り組んだ主な事業

町民一人当たりの歳出内訳
表３ （単位：円）

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産費 商工費
7,543 52,194 102,468 63,975 82 17,149 2,993

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金 合　計
24,039 32,057 42,000 19,487 42,768 65,840 472,595

表２ （単位：円）
町 民 税 34,321

固 定 資 産 税 36,595

軽 自 動 車 税 2,376

町 た ば こ 税 8,232

計 81,524

町民一人当たりの町税負担額

　健全化判断比率、資金不足比率とも国の基準を下回り、財政状況は健全であるという結果が出ました。

健全化判断比率の公表

表４：健全化判断比率 （単位：％）
項目 説明 小野町 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 一般会計などを対象とした実質的な赤字の標準財政
規模に対する割合です。 ― 15.0 20.0

②連結実質赤字比率 全会計の実質的な赤字の標準財政規模に対する割合
です。 ― 20.0 30.0

③実質公債費比率 一般会計などが実質的に負担する公債費の標準財政
規模に対する割合です。 9.5 25.0 35.0

④将来負担比率 地方債の残高を始め、一般会計などが将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規模に対する割合です。 ― 350.0

表６ （単位：千円）
会計名 収入済額 支出済額 差引

国民健康保険特別会計 1,384,127 1,315,256 68,871
後期高齢者医療特別会計 99,565 99,506 59
除染対策事業特別会計 31,482 31,482 0
介護保険特別会計 1,034,837 1,002,338 32,499
介護保険サービス事業特別会計 3,284 3,284 0
浄化槽整備推進事業特別会計 78,219 66,145 12,074
文化・体育振興基金特別会計 4,193 3,855 338
水道事業会計（収益的収入） 150,550 135,789 14,761
水道事業会計（資本的収入） 8,745 102,485 ▲93,740

表５：資金不足比率 （単位：％）
項目 説明 小野町 経営健全化

基準

水道事業会計 公営企業会計
の資金不足額
の事業規模に
対する割合で
す。

― 20.0

浄化槽整備推進事業
特別会計 ― 20.0

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため「―」で表示しています。
※将来負担比率は、充当可能財源が将来負担額を上回るため「―」で表示
　しています。 特別会計の決算

※資金不足額がないため「―」で表示しています。
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平成 25 年度上半期補正予算の状況

平成 25 年度上半期の財政状況

　平成 25 年度当初予算の状況については、広報「おのまち」５月号でお知らせしましたが、その後の
補正の状況と上半期（４月１日から９月 30 日）における支出の状況についてお知らせします。
（一般会計…表７、表８　特別会計…表９　水道事業会計…表 10）

表８：一般会計歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　     （単位：千円）
区分 当初予算額 補正予算額

（９月まで） 予算額計 繰越事業費
繰越額

予備費支出
および流用増減 累計 ９月末現在

支出済額
支出率
（％）

議会費 87,494 ▲1,511 85,983 0 0 85,983 46,222 53.8
総務費 517,574 70,734 588,308 0 0 588,308 202,663 34.4
民生費 1,235,336 ▲57,895 1,177,441 0 281 1,177,722 352,537 29.9
衛生費 579,156 12,767 591,923 144,822 0 736,745 179,388 24.3
労働費 1,332 1,374 2,706 0 0 2,706 592 21.9
農林水産業費 159,558 43,722 203,280 0 0 203,280 65,383 32.2
商工費 45,938 0 45,938 0 0 45,938 21,294 46.4
土木費 245,961 97,249 343,210 50,887 0 394,097 99,277 25.2
消防費 326,441 2,936 329,377 0 0 329,377 163,281 49.6
教育費 634,970 29,819 664,789 0 0 664,789 286,575 43.1
災害復旧費 262 0 262 0 0 262 75 28.6
公債費 467,101 0 467,101 0 0 467,101 241,558 51.7
諸支出費 1,504 183,036 184,540 0 0 184,540 0 0
予備費 37,373 ▲617 36,756 0 ▲281 36,475 0 0

歳出合計 4,340,000 381,614 4,721,614 195,709 0 4,917,323 1,658,845 33.7

　一般会計　　　
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表７：一般会計歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   　　（単位：千円）
区分 当初予算額 補正予算額

（９月まで） 予算額計 繰越事業費
繰越財源充当額 累計 ９月末現在

収入済額
収入率
（％）

町税 892,418 0 892,418 0 892,418 599,723 67.2
地方譲与税 67,000 0 67,000 0 67,000 19,269 28.8
利子割交付金 1,500 0 1,500 0 1,500 878 58.5
配当割交付金 800 0 800 0 800 420 52.5
株式等譲渡所得割交付金 150 0 150 0 150 0 0.0
地方消費税交付金 94,000 0 94,000 0 94,000 55,987 59.6
ゴルフ場利用税交付金 2,400 0 2,400 0 2,400 566 23.6
自動車取得税交付金 16,000 0 16,000 0 16,000 5,424 33.9
地方特例交付金 2,100 ▲530 1,570 0 1,570 1,570 100.0
地方交付税 1,830,000 135,107 1,965,107 0 1,965,107 1,430,126 72.8
交通安全対策特別交付金 1,300 0 1,300 0 1,300 653 50.2
分担金及び負担金 24,073 956 25,029 0 25,029 11,202 44.8
使用料及び手数料 64,134 ▲150 63,984 0 63,984 33,428 52.2
国庫支出金 237,544 36,981 274,525 155,598 430,123 106,632 24.8
県支出金 483,569 6,703 490,272 0 490,272 82,084 16.7
財産収入 10,797 0 10,797 0 10,797 4,261 39.5
寄付金 252 0 252 0 252 300 119.0
繰入金 334,119 1,156 335,275 0 335,275 237,000 70.7
繰越金 40,000 185,701 225,701 32,111 257,812 257,813 100.0
諸収入 18,644 4,426 23,070 0 23,070 4,695 20.4
町債 219,200 11,264 230,464 8,000 238,484 0 0.0

歳入合計 4,340,000 381,614 4,721,614 195,709 4,917,323 2,852,031 58.0



　町は、行政執行のために必要な土地・建物・物品・債券などの財産を所有していますが、
その取得・管理および処分については、条例や規則に基づき適切な執行に努めています。

財産の状況（平成24年度末）
区分 数量

土地 3,273,503ｍ２

建物 69,304ｍ２

立木 377,830ｍ２

車両 73台
有価証券など 5,700千円
出資による権利 347,633千円
基金（現金） 3,608,897千円
基金（動産） 牛16頭

町債および一時借入金の状況 （単位：千円）
町債 4,430,895

一時借入金平成24年度末現在高 0

表９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （単位：千円）

会計名 当初予算額 補正予算額
（９月まで）

繰越事業費
繰越額 累計

歳入 歳出
９月末現在
収入済額

収入率
（％）

９月末現在
支出済額

支出率
（％）

国民健康保険特別会計 1,343,000 ▲39,419 0 1,303,581 560,929 43.0 534,542 41.0

後期高齢者医療特別会計 99,000 3,375 0 102,375 28,185 27.5 25,548 25.0

除染対策事業特別会計 569,000 72,482 10,000 651,482 108,824 16.7 123,438 18.9

介護保険特別会計 1,174,000 27,256 18,432 1,219,688 502,440 41.2 452,520 37.1

介護保険サービス事業特別会計 3,400 0 0 3,400 1,370 40.3 52 1.5

浄化槽整備推進事業特別会計 82,000 11,446 0 93,446 18,520 19.8 11,813 12.6

文化・体育振興基金特別会計 3,091 0 0 3,091 3,178 102.8 2,370 76.7

　特別会計　　　

　水道事業会計　　　

表10　　　　   （単位：千円）

科目 当初予算額 補正予算額
（９月まで） 累計

歳入 歳出
９月末現在
収入済額

収入率
（％）

９月末現在
支出済額

支出率
（％）

収 益 的 収 入 148,832 ▲1,151 147,681 62,108 42.0

収 益 的 支 出 148,338 ▲1,132 147,206 23,486 16.0

資 本 的 収 入 31,102 0 31,102 1,428 4.6

資 本 的 支 出 114,653 0 114,653 37,441 32.7

財産の状況
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平
成
24
年
度

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

　
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
「
小
野
町
人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
任
用
、

職
員
数
、
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
な
ど
人
事
行
政
の
運
用
な
ど

の
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　（http://w
w
w
.tow

n.ono.fukushim
a.jp/

）

人件費の状況（平成 24 年度普通会計決算）

※人件費には議会議員やその他の非常勤特別職の報酬、町長などの特別職給与、
　職員給与および退職手当組合負担金などが含まれます。

※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数には、公営企業等会計部門および派遣職員は含まれません。

職員給与費の状況（平成 25 年度普通会計予算）

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

110

95

100

105

90
小野町 類似団体平均 全国町村平均

平成19年
92.2

平成24年
103.3

（参考）
平成24年

97
平成19年

93.9平成19年
93.6

平成24年
105

平成24年
109.8

（参考）
平成24年

95.5

（参考）
平成24年
101.4

　 国家公務員の給与水準を100と
した場合の地方公務員の給与水準
を示す指数です。
　類似団体平均は人口規模、産業
構造が類似している団体（桑折町、
国見町、鏡石町）の指数を単純平
均したものです。
　「参考値」は国家公務員の時限的
な（２年間）給与改定特例法による
措置が無いとした場合の値です。

ラスパイレス指数とは?

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 24 年４月１日現在）

※平均給料月額とは、平成24年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の
　平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものです。

住民基本台帳人口
（平成24年度末）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ÷Ａ）

（参考）
平成23年度の
人件費率

10,626人 5,248,165千円 226,040千円 907,196千円 17.2％ 16.7％
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区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

小野町 41.0歳 308,600円 326,005円 54.1歳 298,300円 308,600円

福島県 43.7歳 345,500円 375,710円 52.7歳 375,500円 396,934円

国 42.8歳 304,944円 372,906円 49.7歳 270,465円 307,506円

職員数
（Ａ）

給　与　費 １人当たりの給与費
（Ｂ÷Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

100人 388,023千円 47,036千円 153,790千円 588,849千円 5,888千円



区　　分 小野町 県

一般行政職
大学卒 175,100円 181,800円
高校卒 142,500円 146,900円

技能労務職 高校卒 136,200円 155,250円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒      ―　  円 268,800円     ―   円
高校卒      ―　  円 222,800円 302,000円

区　　分 内　容

給
料

町　長 553,000円

副町長 568,000円

教育長 536,000円

報
酬

議　長 307,000円

副議長 245,000円

議　員 225,000円

期
末
手
当

町長・副町長・教育長 （平成24年度支給割合）
2.90月分

議長・副議長・議員 （平成24年度支給割合）
2.90月分

区分 内　　容

年　　次
有給休暇

１暦年ごとに20日とし、最大20日の使用残日数を繰り越すこと
ができる。

病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、最小限必要と認めら
れる期間

特別休暇
（主なるもの）

・産前８週間以内および出産後８週間以内
・小学校就学前の子を看護する場合、１年に５日以内（２人以上　
の場合は10日以内）
・忌引のため勤務しないことが相当である場合、続柄により10
　日以内
・夏季における家庭生活の充実などの場合、３日以内
・ボランティア活動を行う場合、５日以内
・骨髄移植に係る登録、提供を行う場合、必要な期間
・公民権を行使する場合、必要と認められる期間

介護休暇 近親者の介護をする場合、６月以内

※対象職員は平成 24 年１月１日から平成 24 年 12 月 31日まで
　の全期間を在職した一般職員（町長部局）で、当該期間の中
　途に採用された者および退職した者、ならびに当該期間中に
　育児休業、休職、派遣勤務した者を除いています

職員の分限処分と懲戒処分の状況
　分限処分…０件
　懲戒処分…０件

職員の服務の状況
　服務義務違反および営利企業等従事違反…０件

職員研修の状況
　ふくしま自治研修センター研修………８講座20人
　東北六県市町村中堅職員研修（２カ月間）……１人

勤務成績の評定の概要
　職員の資質向上、指導監督の有効な指針、
公平な人事行政執行のため勤務評定実施規
程に基づき、年に１回、11月に職員の勤務
評定を実施しています。

職員の初任給の状況（平成 24 年４月１日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 24 年４月１日現在）

主な手当の種類とその内容 特別職の報酬などの状況
（平成 24 年４月１日現在）

※平成21年５月１日から平成25年３月22日までは、　　
　条例月額から、町長の給料については30％を、副町長、
　教育長の給料については、10％を減額しています。

休暇制度（平成 24 年４月１日現在）

年次休暇の状況（平成 24 年１月１日から平成 24 年 12 月 31 日まで）
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手当名 内　　　容

期末・勤勉手当
（一般職）

【期末手当】６月期　1.25月　　12月期　1.30月
【勤勉手当】６月期　0.70月　　12月期　0.65月
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

扶養手当

【配偶者】13,000円
【配偶者以外】
　１人6,500円（配偶者なしの場合１人目のみ11,000円）
【扶養親族のうち16歳から22歳までの子】
　１人目5,000円加算

時間外手当 【平成24年度一般会計職員1人当たり】160,000円

住居手当 【借家、借間】27,000円上限

通勤手当

【公共交通機関利用者】
　60,000円までは全額。60,000円を超えた場合、その超えた
　額の1/2
【自家用車等利用者（通勤距離２km以上】
　通勤距離に応じ2,300～45,800円

総付与日数
（Ａ）

総使用日数
（Ｂ）

対象職員数
（Ｃ）

平均取得日数
（Ｂ÷Ｃ）

取得率
（Ｂ÷Ａ）

2,431日 247日 63人 3.9日 10.20％



（単位：人）

区分
部　門

職員数
対前年
増減数平成

23年
平成
24年

一般行政部門

議 会 2 2 0

総務企画 23 22 ▲1

税 務 8 7 ▲1

民 生 26 27 1

衛 生 6 8 2

労 働 0 0 0

農林水産 7 7 0

商 工 2 2 0

土 木 8 7 ▲1

小　　計 82 82 0

特別行政部門 教 育 25 21 ▲4

小　　計 25 21 ▲4

公営企業等
会計部門

水 道 2 2 0

その他 9 10 1

小　　計 11 12 1

合　　計 118 115 ▲3

（単位：人）
年度

部門別
平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

過去５年間の
増減（率）

一般行政 89 82 79 79 82 82 △7　（△8 . 5％）

教 育 28 27 28 25 25 21 △7　（△33.3％）

計 117 109 107 104 107 103 △14　（△13.5％）

公益企業等会計 11 11 11 11 11 12 1　（   8 . 3 ％）

合計 128 120 118 115 118 115 △13　（△11.3％）

（単位：人）

年　齢 職員数 年　齢 職員数

20歳未満 0 40～43歳 18

20～23歳 6 44～47歳 10

24～27歳 6 48～51歳 22

28～31歳 10 52～55歳 9

32～35歳 11 56～59歳 15

36～39歳 8 60歳以上 0

計 115

一般行政職の級別職員数などの状況
（平成24年４月１日現在）

※小野町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です（技能労務職を除く）
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です

６級
2.8％

６級
4.2％

６級
3.8％

５級
5.5％

５級
7.6％

５級
9.8％

4級
28.4％ 4級

32.9％
4級

26.7％

３級
42.2％ ３級

36.7％
３級
36.7％

２級
4.6％

２級
5.1％

２級
2.9％

１級
16.5％

１級
13.9％

１級
19.7％

平成24年の
構成比

１年前の
構成比

５年前の
構成比

100％

80％

60％

40％

20％

0％

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

職員数の推移

年齢別職員構成の状況（平成 24 年４月１日現在）

15％

5％

10％

20％

25％ 構成比

５年前構成比

20
歳
未
満

20
歳
〜
23
歳

24
歳
〜
27
歳

28
歳
〜
31
歳

32
歳
〜
35
歳

60
歳
以
上

52
歳
〜
55
歳

44
歳
〜
47
歳

36
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
43
歳

48
歳
〜
51
歳

56
歳
〜
60
歳

区分 標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

６級 参 事 3 2.8
５級 課 長 6 5.5
４級 副課長・主幹 31 28.4
３級 副主幹・主任主査 46 42.2
２級 主 査 5 4.6
１級 主 事 18 16.5

普
通
会
計
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　町民の皆さんから寄せられた力作の数々を展示しま
す。皆さん、お誘い合わせの上ぜひお越しください。

【前期】
　○会期　11 月 16 日㊏から 24 日㊐まで
　○部門　書道、きり絵、陶芸、七宝焼き、
　　　　　彫型画、ちぎり絵

【後期】
　○会期　11 月 30 日㊏から 12 月８日㊐まで
　○部門　絵画、彫刻、写真、押し花、タペストリー、
　　　　　シャドウボックス

■開館時間　午前９時～午後５時
■休 館 日　11 月 18 日㊊、12 月２日㊊
■入 場 料　無料

　現在、後期の出品作品を募集中です。皆さんの
ご応募をお待ちしています。

■申し込み締め切り　11 月 19 日㊋

小野町美術展を開催

●美術館●

　日本の古典の代表作「源氏物語」について「紫
式部日記」にはじめて記述されたのは寛弘５年
（1008 年）11 月１日のことでした。その日から
一千年の時を経て、2008 年に「古典の日」（毎
年 11 月１日）が制定されました。
　「源氏物語」は 1930 年代に英訳されてから現
在までに 20を超える国で翻訳され世界中の人々
に愛されています。
　54 帖からなる大長編の源氏物語は原文でその
良さを味わう醍醐味もありますが、まずは現代
語訳からお読みいただくのもおすすめです。　
現在まで多くの作家が現代語訳に挑戦していま
す。ぜひ一度読んでみてください。
　図書館には谷崎潤一郎、円地文子、瀬戸内寂
聴、橋本治などが現代語訳したものがあります。

『源氏物語』　　紫式部／著

『どうぞのいす』
香山  美子／作
柿本  幸造／絵

ひさかたチャイルド／刊

　うさぎさんが小さないすといっしょに「ど
うぞのいす」と書いたたて札を野原におきま
した。するとろばさんがやってきて、いすの
上にどんぐりの入ったカゴをおいてお昼寝を
はじめます。そこへくまさんが現れて、どん
ぐりを食べるとかわりに蜂蜜をおいていきま
す。そこへ今度はきつねさんがやって来て…。
次々と動物たちが現れては『次の人がお気の
毒』といすに何かをおいていく繰り返しが面
白い秋らしい色調の絵本です。３歳から小学
校低学年まで。

◎児童書

◎一般書

小野町美術展　後期作品募集中！

　震災復興・国立科学博物館コラボミュージアムin
おのまち「恐竜がやってきた！そうだ！アロサウルスに
あいに行こう！」の記事については、２ページをご
覧ください。

今月のおすすめの本

Information
　ふるさと文化の館  ☎72-2120
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。

　
固
定
資
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毎
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１
月
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固
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屋
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。
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。
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「
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屋
取
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と
現

地
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な
り
ま
す
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１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
固

定
資
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課
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ま
す
の

で
、
家
屋
を
取
り
壊
し
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と
き

は
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め
に
届
け
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を
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て
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課

☎
７
２-

６
９
３
２

個
人
事
業
税（
第
２
期
分
）

の
納
期
の
お
知
ら
せ

　
個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。
今
年
度
の
第
２
期

分
の
納
期
限
は
12
月
２
日
㊊
で

■納め忘れのないように、
　ご確認ください。
■納期内納入にご協力を
　お願いします。

町税等納期のご案内

納期限　

12月    2日㊊

国民健康保険税

介 護 保 険 料

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

（５期）

（４期）

（４期）

の
加
入
手
続
は
お
済
み
で
す
か
。
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。
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。
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労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
７

問
郡
山
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
４-

９
２
２-

１
３
７
０

問
郡
山
公
共
職
業
安
定
所

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

 

標
準
営
業
約
款
制
度

（
Ｓ
マ
ー
ク
）を

ご
存
知
で
す
か

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用

者
）擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約

款
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登

録
し
た「
理
容
店
」「
美
容
店
」「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
」「
め
ん
類
飲
食

店
」「
一
般
飲
食
店
」で
は
、
店
頭

に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心

を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問（
公
財
）福
島
県
生
活
衛
生

　
　
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４-

５
２
２-

４
０
８
５

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
業
務
説
明
会

　　
今
後
就
職
活
動
を
行
う
皆
さ
ん

に
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
仕
事

内
容
や
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
職
員
業
務
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
入
退
場
は
自
由
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

す
。
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
新
た
に
口
座
振
替
を

申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
来
年
度

か
ら
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

問
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４-
９
３
５-

１
２
５
１

 

労
働
保
険
適
用
促
進

 

強
化
期
間

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

22ONOMACHI　Nov_2013



だ
さ
い
。

■
日
時

　
11
月
16
日
㊏

　
午
前
10
時
か
ら

　
午
後
４
時
ま
で

■
場
所

　
東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ

ス
講
義
棟
Ｃ（
宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
川
内
41
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
説
明

（
要
予
約
）

・
１
回
目

　
午
前
10
時
か
ら

　
午
前
10
時
40
分
ま
で

『人権週間』

12 月４日㊌から 12 月 10 日㊋まで

　「世界人権宣言」は基本的人権及び自
由を尊重し確保するために、世界のす
べての人々とすべての国々とが達成す
べき共通の基準として、昭和23年（1948
年）12月10日の第３回国際連合総会にお
いて採択され、本年で採択65周年を迎
えます。
　法務省人権擁護局及び全国人権擁護
委員連合会は「人権デー」と定められた
12月10日を最終日とする１週間を「人権
週間」と定め、当該週間を中心に一層積
極的な啓発活動を行い、人権思想の普
及高揚を図るため、次のとおり特設人
権相談所を開設します。

【特設人件相談所】
●日時　12月５日㊍
　　　　午前10時から午後３時まで
●場所　母子健康センター

　相談は無料で、秘密は固く守られま
す。困りごとや悩みごとなど、お気軽
にご相談ください。

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮあゆみちゃん人ＫＥＮまもる君

・
２
回
目

　
午
後
２
時
20
分
か
ら

　
午
後
３
時
ま
で

○
若
手
職
員
に
よ
る
講
談
会

　（
要
予
約
）

　
12
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
40
分
ま
で

○
各
国
立
大
学
法
人
等
に
よ
る

　
個
別
説
明
会
　

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
職
員
採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２-
２
１
７-

５
６
７
６

 

こ
お
り
や
ま
障
が
い
者

 

就
職
面
接
会

　
仕
事
を
お
探
し
の
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
と
企
業
の
採
用
担
当
者
が

一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
理
解
を

深
め
な
が
ら
面
接
で
き
る
機
会
で

す
。
仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
、
就
職
面
接
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職

登
録
、
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

■
日
時

　
11
月
20
日
㊌

　

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ａ

■
対
象

　
障
が
い
者
、
障
が
い
者
採
用
を

　
検
討
し
て
い
る
企
業

■
参
加
企
業
　
約
30
社

■
主
催

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
、　
福
島
労
働
局

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　（
郡
山
市
方
八
町
２-

１-

26
）

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

　（
部
門
コ
ー
ド
♯
４
４
）

℻
０
２
４-

９
４
１-

２
３
６
３

　洗濯・脱水槽が完全に停止して
から洗濯物を取り出してください。
　止まる前に取り出そうとすると、洗濯物が指に
絡まり大けが（時には指を切断）をします。
　ゆっくりした回転でも危険です。

こんな時は故障のおそれがあり危険です。
①脱水途中にフタを開けても 15 秒以内に洗濯・脱水槽
　が止まらない時。
②フタロックが解除されても（脱水終了音が鳴っても）
　洗濯・脱水槽が止まらない時。
※速やかにご購入の販売店もしくは製造
　メーカーなどにご相談ください。
※ただし、機種によっては修理ができない
　場合もありますので、ご了承願います。

全自動洗濯機・二槽式洗濯機をご愛用の皆さんへ

指を大けがする事故にご注意を！
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自衛官候補生募集のお知らせ

　防衛省・自衛隊では特別職国家公務員
（自衛隊員）を募集します。　

■応募資格
　18 歳以上 27 歳未満の男子
　（平成 26 年 3 月高等学校
　卒業見込者を含む）
■受付期間
　平成 26 年 1 月 17 日㊎まで
■試験日
　平成 26年 1月 25日㊏または 26日㊐
　のいずれかの日
■試験会場
　郡山駐屯地（予定）
■入隊予定
　平成 26 年 3 月下旬

問自衛隊郡山地域事務所
☎０２４-９３２-１４２４

くらしの情報
Information

域
の
活
性
化
や
地
域
の
課
題

解
決
な
ど
を
目
指
し
、
自
主
的

か
つ
自
立
的
に
活
動
す
る
住
民

活
動
団
体
に
交
付
し
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　
皆
さ
ん
の
「
が
ん
ば
り
」
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
補
助
対
象
事
業

　
町
内
で
実
施
さ
れ
る
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
事
業（
た
だ
し
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
で

あ
っ
て
も
、
事
業
を
発
展
さ
せ

て
拡
充
す
る
も
の
は
、
対
象
と

な
り
ま
す
）

※
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
と
は
地

域
の
活
性
化
や
地
域
の
課
題

解
決
な
ど
を
目
指
し
住
民
の

利
益
の
増
進
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

■
補
助
金
の
上
限
額

　
５
５
，０
０
０
円

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２-

６
９
３
９

■
実
施
期
間

　
11
月
１
日
㊎
か
ら
平
成
26
年

　
２
月
28
日
㊎
ま
で

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３

　
小
野
町
地
域
の
が
ん
ば
り
応

援
事
業
補
助
金
は
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地

　
日
没
時
間
が
早
ま
る
秋
か
ら

年
末
に
か
け
て
、
交
通
事
故
が

増
加
し
、
横
断
歩
行
者
等
が
被

害
者
と
な
る
重
大
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
日
没
前
後
は
、
下
校
す
る
人
・

買
い
物
を
す
る
人
・
仕
事
が
終

わ
り
自
宅
に
帰
る
人
に
よ
り
交

通
量
が
多
く
な
る
時
間
帯
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
お
い
て
は
、
一

日
の
疲
れ
が
重
な
り
、
集
中
力

が
低
下
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
自
分
の
車
の
存
在
を
、

い
ち
早
く
周
り
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
、
午
後
４
時
を
目
安
と
し

た
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
・
夜
間

の
ラ
イ
ト
の
こ
ま
か
な
切
替
え

を
促
す
「
Ｐ
Ｍ
４
（
ピ
ー
エ
ム
・

フ
ォ
ー
）
ラ
イ
ト
オ
ン
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
安
全
運
転
を
心
掛
け
、

夜
間
外
出
す
る
方
は
、
反
射
材

を
着
用
す
る
な
ど
の
目
立
つ
服

装
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｍ
４（
ピ
ー
エ
ム
・
フ
ォ
ー
）

ラ
イ
ト
オ
ン
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す

Ｐ
Ｍ
４
ラ
イ
ト
オ
ン
運
動

地
域
の「
が
ん
ば
り
」

応
援
し
ま
す
！
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国民年金
コーナー

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
独

自
の
給
付
と
し
て
、「
付
加
年
金
」や

「
寡
婦
年
金
」「
死
亡
一
時
金
」が
あ
り

ま
す
。

〈
付
加
年
金
〉

　
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
が
定
額
保
険
料（
月
額
１
５
，

０
４
０
円
・
平
成
25
年
度
額
）に
付

加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
プ
ラ

ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

■
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０

　
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
。 

付加年金
寡婦年金
死亡一時金

　
者
期
間
だ
け
で
計
算
し
た
老
齢
基

　
礎
年
金
額
の
４
分
の
３
の
額
。 

■
亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基
礎
年

　
金
の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場
合
、

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た
こ
と
が

　
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

■
妻
が
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎

　
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給

　
さ
れ
ま
せ
ん
。

 〈
死
亡
一
時
金
〉

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上（
一
部

納
付
の
場
合
は
月
数
が
か
わ
り
ま

す
）あ
る
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
や

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な
い
ま
ま
亡

く
な
っ
た
時
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族（
①
配

偶
者
、
②
子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤

祖
父
母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
の
中
で
優
先

順
位
の
高
い
方
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を

納
め
た
月
数
に
応
じ
て
１
２
０
，  

０
０
０
円
か
ら
３
２
０
，０
０
０
円
。 

■
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

■
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と

合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金

で
す
が
、
受
け
取
る
付
加
年
金
額

は
定
額
の
た
め
、
物
価
の
変
動
に

よ
っ
て
の
増
額
・
減
額
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

■
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込

　
ん
だ
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま

　
た
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
付
で

　
き
ま
せ
ん
。
納
付
期
限
は
翌
月
末

　
日（
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営

　
業
日
）で
す
。 

〈
寡
婦
年
金
〉

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
納
め
た
期
間（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
た

時
に
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻

（
10
年
以
上
継
続
の
婚
姻
関
係
）に
対

し
て
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま

せ
ん
。 

■
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が

36
月
以
上
あ
る
場
合
は
、
８
， 

５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

■
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給

　
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ

　
ま
せ
ん
。 

■
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両
方

　
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら

　
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。 

　
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
の
時

　
効
は
、
死
亡
日
の
翌
日
か
ら
２
年

　
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３
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健康づくり豆知識

福島県の健康ワースト項目

　厚生労働省は、健康の指標として死亡率や食生活等の生活状況を表しています。その中から、
残念な福島県のワースト項目をご紹介します。
　日本人の死因は「がん」「心疾患」「脳血管疾患」が３大死因ですが、ここ数年「肺炎」も多く福島
県や小野町でも同様の傾向にあります。
　平成22年度福島県の年齢調整後の死亡率は、「脳梗塞」は男性ワースト５位、女性ワースト１
位で、「急性心筋梗塞」は男女ともワースト１位という状況でした。
　またこれらの病気に大きく影響する生活習慣を見ると、福島県は塩分摂取量や喫煙率が高い
のがわかります。特に、塩分の摂取量は男性がワースト３位、女性はワースト２位です。
　あらためて、毎日食べている食事の塩分を見直してみましょう。
　厚生労働省は健康のための計画目標とし
て、適正な塩分摂取目標量を示しています。
１日の塩分摂取目標量は10ｇ未満で、10ｇ
未満を達成できている人の目標は７～８ｇ
になっています。
　最近は、みそ汁や料理の味付けは薄味に
なっているようですが、練り物や加工品、
お菓子などにも多くの塩分が含まれていま
す。
　子どもたちは、今食べている「味」を将来
も食べ続けるでしょう。そして、塩分摂取
量が高いほど、将来生活習慣病になるリス
クも高くなります。将来の生活習慣病を防
ぐためにも今の食生活を見直し、家族で食
卓を囲み、薄味や塩分減量化について考え
てみましょう。

■福島県の死亡率
男性 女性

がん 18位 28位

脳梗塞 ５位 １位

急性心筋梗塞 １位 １位

※平成22年度年齢調整死亡率人口統計より
■福島県民の生活習慣

男性 女性

食塩摂取量 ３位 ２位

習慣的喫煙 ３位 12位

※平成22年国民健康・栄養調査より

■加工食品
食　　品 分　　量 塩分の量

梅干し １個［10ｇ］ 約２ｇ

塩ます １切れ［80ｇ］ 約4.6ｇ

焼きちくわ １本［100ｇ］ 約2.4ｇ

しらす（半乾燥） 大さじ山盛り１［10ｇ］ 約0.6ｇ

食パン １枚（６枚切り）［60ｇ］ 約0.8ｇ

■外食（標準的な１人の分量）　※おおよそな塩分量です
食　　品 塩分の量

ラーメン 約４ｇ

味噌ラーメン 約６ｇ

天ぷらそば・山かけそばなど 約６ｇ

かつ丼 約4.5ｇ

ミックスサンドイッチ 約２～３ｇ

※五訂  日本食品標準成分表より算出

福島県の死亡率と県民の生活習慣
（全国比較）

こんなものに塩分が多く含まれています
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■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

９ 0 ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

９
19 水道水

７ 井戸水、引き水

４ 一般食品など
※食品以外の検体については、結果に含ま
　れていません。

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

９ １
キノコ

（ウラベニホテイ
シメジ）

103.0

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

９ 19

かぼちゃ、きゅうり、トマト、
白菜、ミョウガ、ゴボウ、たまねぎ、
人参、イチジク、栗、ヒラメ、
梅干し、小麦粉、干し餅、
シイタケ、舞茸、その他キノコ

簡易測定器による測定結果

　町で実施している簡易検査およびゲルマニウム半導体
放射能測定器による検査結果をお知らせします。

食品などの放射能測定結果

月日 当番医 所在地 電話番号
（病院） 薬　局 所在地 電話番号

（薬局）

11/17㊐　 せんざき医院 三春町 61-2777 みはる調剤薬局 三春町 61-1616

　23㊏㊗ 大久保クリニック 田村市（船引町） 82-2555 ― ―

24㊐　 公立小野町地方綜合病院 小野町 72-3181 さとう薬局 田村市（常葉町） 77-2018

12/ １㊐　 春山医院 三春町 62-3239 タカギ薬局 田村市（常葉町） 77-4381

８㊐　 矢吹医院 三春町 62-3015 浜田薬局 三春町 62-2202

15㊐　 大方病院 田村市（船引町） 82-1117 ― ― ―

22㊐　 さいとう医院 小野町 72-2500 さとう薬局 田村市（常葉町） 77-2018

23㊊㊗ 奥秋医院 田村市（船引町） 86-2034 ふくだや薬局 田村市（滝根町） 86-2013

29㊐　 西山医院 三春町 62-2473 ― ― ―

30㊊　 清水医院 田村市（船引町） 82-3535 ふくだや薬局 田村市（滝根町） 86-2013

31㊋　 総合南東北附属滝根診療所 田村市（滝根町） 78-2442 オリオン薬局 田村市（船引町） 68-1455

バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県
総合医療情報システム」
をご覧いただけます。

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医」をご覧ください。

毎日、19:00 ～翌 8:00　☎ 024-521-3790
詳しくは「子どもの救急について」をご覧ください。

こども救急電話相談

福島県総合医療情報システム 検索索

福島県　こども救急 検索索

休日当番医と院外薬局

ゲルマニウム半導体放射能測定器
による測定結果
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公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

中学生・高校生の職場体験

　当院では毎年職場体験を受け入れ
ています。今年度も７月から９月に
かけ、将来医師や看護師を希望する
学生 68 人の参加がありました。
　看護体験ではオリエンテーション
や院内見学のあと、食事介助やベッ
トメ－キング、車椅子での散歩など、
実際に患者さんとふれあい、コミュ
ニケーションをとる体験をしました。
　参加者からは「働くことの素晴ら
しさと社会の厳しさを学んだ」「看護

師を目指した理由や感動した体験を
聞けて参考になった」などの感想が
あり、これらの体験が将来の進路選
択の参考になればと願っています。

職場体験の様子

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信
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行事カレンダー
Calendar

月日 行　　　事 時　間 場　　所

11/16㊏
第25回ふくしま駅伝大会開会式

あそびの広場　　　　　　　　 9:30~11:30                     子育て支援センター

17㊐
第25回ふくしま駅伝大会

休日窓口業務実施日

7:30~12:00
8:30~17:15

白河市から福島市まで

役場

18㊊

19㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

20㊌
３カ月児健診・ＢＣＧ接種

窓口業務延長日

受付13:00~13:30
19:15まで

母子健康センター

役場

21㊍ 精神保健デイケア 10:00~14:00 多目的研修集会施設

22㊎

23㊏
勤労感謝の日

あそびの広場 9:30~11:30  子育て支援センター

24㊐

25㊊

26㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

27㊌ 窓口業務延長日 19:15まで 役場

28㊍

29㊎ ふるさと文化の館図書館整理日（休館）

30㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

12 /1㊐ 交通事故ゼロ・歩行者優先の日

2㊊

3㊋
１歳６カ月児健診

あそびの広場

受付13:00~13:30
9:30~11:30

母子健康センター

子育て支援センター

4㊌ 窓口業務延長日 19:15まで 役場

5㊍
健康相談日

人権相談所開設

9:30~15:00
10:00~15:00

母子健康センター

母子健康センター

6㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

7㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

8㊐ 第30回町長杯武道（柔道・剣道）大会 町民体育館

9㊊

10㊋
年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動（～１月７日まで）

あそびの広場　　　　　　　　 9:30~11:30                     子育て支援センター

11㊌
窓口業務延長日

ちびっこおはなし会

19:15まで
11:00~11:30

役場

ふるさと文化の館

12㊍ 精神保健デイケア 10:00~14:00 多目的研修集会施設

13㊎

14㊏
小学生おはなし会

あそびの広場

13:30~14:00
9:30~11:30

ふるさと文化の館

子育て支援センター

15㊐
シルバー交通安全の日

休日窓口業務実施日 8:30~17:15 役場

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0　CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l以下 7.2　mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 0.7　mg/l
PH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <   　1  度
濁度 2度以下 　0.5  度

　９月に実施した水道水の水質検査の結果
は、次のとおりです。

問地域整備課　☎ 72-6936

上水道加入の皆さんへ

平成 26 年
小野町成人式のお知らせ

　平成26年の成人式を来年の１月に開催し
ます。
　参加をご希望の方は、随時受け付けます
のでお電話にてお申し込みください。

■日　時　平成26年１月12日㊐
　　　　　午前10時30分から
■会　場　多目的研修集会施設　大ホール
■該当者　平成５年４月２日から
　　　　　平成６年４月１日生まれの方
※就職や学校の関係で、小野町以外に住所
　がある方も出席できます。

■申し込み　小野町公民館　☎72-2125

平成 25 年成人式の様子
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Ono High School News
平成２５年 11 月

No. ６小野高通信

君の夢をカタチに !!
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字
小野新町字宿ノ後６３

ＴＥＬ
　０２４７-７２-３１７１
ＦＡＸ
　０２４７-７２-６２１１
http://www.ono-h.fks.ed.jp講演する高橋さん

小野高等学校の系列紹介

　本校は総合選択制の形態をとっており、地域や本校
の実態に対応して4つの系列を用意しています。
　多様な選択制と小人数構成の授業により、きめ細か
な指導を展開し、基礎学力の定着と系列の専門性を高
めています。

　新常磐交通㈱循環バス運転手　高橋ま
りさんをお招きし 10 月１日、『共に生き
る』と題して講演していただきました。
生徒、保護者、教師約 450 人が参加し
「命」「家庭」について熱心に聞き入りま
した。だんな様が子どもたちに教えてい
た「共に生きること」がどんなに大切な
ことか、皆さんに考えてもらう貴重な講
演でした。

ＰＴＡ講演会を実施

文理系列

　日本を含めた世界各国の文化・歴史の学習
や人間の生活と自然の関わり合いについて科
学的に考察する能力を養うなど、総合的な学
びの中から
国際社会・
情報社会に
対応できる
資質を養い
ます。

　簿記やエクセル・ワード等の活用、ビジネ
スマナーなどビジネス社会で必要とされる基
本的な知識・技術を習得するための学習を
しています。
また各種検
定試験への
積極的な挑
戦を奨励し
ています。

ビジネス系列

産業技術系列

　草花・作物の栽培や測量・機械・バイオテ
クノロジーなどの技術を、多くの体験実習や
施設見学を通して学びます。多くの資格取

得・講習会を
開き、積極的
なスキルアッ
プの向上に励
んでいます。

福祉教養系列

　福祉教養系列では、福祉について幅広く学
んでおり、特に高齢者介護を重点的に行って
います。座学だけで なく、衣服の着脱などの
基礎的な介護技術にも力を入れ、年２回の福

祉施設実習を行い、
さらなる介護技術
（コミュニケーショ
ンを含む）の向上
に励んでいます。
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町の人口・世帯数
（平成25年10月１日現在）

お誕生おめでとう

　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行政区
矢吹　未央    （みお）　一 央・美 紀　小野赤沼
草野　菜月　（なつき）　 聡 ・智 子　小野赤沼
佐藤　瑛祐　（えいすけ）　 淳 ・奈央子　飯豊下

（９月届出分）

おくやみ申し上げます

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行政区
宗　像　シメ子　　　　９２　　　　飯豊下

（８月届出分）
北　嶋　壽　男　　　　７４　　　　荒 町
草　野　ヒロ子　　　　６５　　　　中 通

（９月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載し
　ています。

男性　　　5,125 人（△２）

女性　　　5,434 人（ 　 0 ）

合計　　1 0 , 5 5 9 人（△２）

世帯数　3,476 世帯（△３）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

「広報おのまち」に
広告を掲載しませんか

■掲載料
　１号広告（ページ最下段1段）… 
   　　　　　　 １  回  10,000 円
　　　　　　連続６回  50,000 円
　2号広告（ページ最下段1段の２分の１）…    　
　　　　　　    １  回   5,000 円
　　　　　　連続６回  25,000 円

　詳しくはウェブサイトをご覧に
なるかお問い合わせください。

問企画商工課　☎７２-６９３８
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イルミネーション点灯式

　町を明るく彩るため、町と観光協会がタイアップ
して 12 月１日㊐、ふるさと文化の館憩いの広場と
リカちゃんキャッスルにおいて、イルミネーション
点灯式を行います。
　当日はさまざまな催しを予定していますので、ぜ
ひお越しください。

憩いの広場シンボルツリーイルミネーション点灯式
■場所　ふるさと文化の館　憩いの広場
■点灯　午後４時 15 分

リカちゃん通りイルミネーション点灯式
■場所　リカちゃんキャッスル
■点灯　午後４時 50 分

※なおイベントの詳細についてはポスターなどで
　お知らせします
　
問ふるさと文化の館
☎７２―２１２０
問小野町観光協会（企画商工課内）
☎７２―６９３８

昨年のリカちゃん通りイルミネーションの様子

町内２カ所で点灯 12/1



きらめく小野町

フォトコンテスト

作品
募集中

写してみませんか。あなたがみつけた「小野町」

応募締切 平成26年 1月 14日㊋

応募先・お問い合わせ先
企画商工課
「きらめく小野町フォトコンテスト」係
☎ 72‒6938　　FAX  71‒1037
※応募用紙は公式ウェブサイトをご覧ください。

とっておきの町並や建物、文化歴史、観光と自然、まつり、
郷土芸能、学校や地域の行事など、小野町内で撮影した
作品。

応募用紙に必要事項を記入し、作品の裏側に添付のうえ、
応募先まで持参または郵送してください。

■応募資格：プロ、アマチュアは問いません。
■サイズ：ジュニア部門（高校生以下）…カラーＡ４
　　　　　一般部門…カラー４ツ切、ワイド４ツ切
■応募点数：１人５点まで
■応募条件：平成25年１月以降に本人が撮影した作品。
■肖像権などの承諾は応募者の責任とし、主催者は責任を負いません。
■応募作品は返却いたしません。
■応募された作品の著作権は主催者に帰属するものとします。主催者
が作製する出版物・広報媒体・ウェブサイトなどに使用する場合の使
用料も一切生じないものとします。
■入賞者は原版を提出していただきます。
　（ネガ・ポジ、デジカメはＣＤ-Rなど）

テーマテーマ

応募方法応募応募方法方法

応募規定応募応募規定規定
※郵送提出の場合は当日消印有効

ジュニア部門（高校生以下） 一般部門

町長賞 １人 図書カード１万円分 １人 賞金３万円

優秀賞 ５人 図書カード５千円分 ５人 賞金１万円

入　選 ５人 小野町特産品 ５人 小野町特産品

審査発表・作品展示審査審査発表発表 作・作品展品展示示

審査結果は入賞者に直接通知するほか、広報おのまち、小野町公式ウェ
ブサイトなどで発表します。
併せて写真展を３月下旬に小野町ふるさと文化の館で行います。

入　賞入入　賞賞賞

「とっておきの小野町」

※このページに掲載した写真は過去の入賞作品です
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。


